
















































































































ダンバウ (弦鳴楽器) トウルン (体鳴楽器) クローンプット(気鳴楽器)
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音色 滑らかな音が特徴,日本では耳に 竹で作られているため,硬い音が 竹の中よって耳にす出る○に空気を送り込むことに
とができない音色であるo 出る○奏法によって音が変わるo 昔を出すため,日本では
時に柔らかくときに強い音が出 ることができない音色が





鑑賞の楽曲 ベ トナムの民謡,童謡をよく弾 中部山岳地帯タイグエンの伝統的 ソロで演奏する曲が非常に少な
く○その中で鑑賞に適している曲 音楽が多くあるoまた,伝統的な いo合奏で使われている場合,
が多くあるoダンパクのために書 曲を現代風にアレンジしたものも クロー ンプットの音を聞き取る
かれた難易度が高い芸術的な曲 多く,一曲の中で多くの技法が駆 ことが難しいo
も多く存在するo 使されているため,演奏風景に見応えがあるQ
音源 ベ トナムを代表する楽器である ベトナムで福永自身が撮影したも ベトナムで福永自身が撮影した
ため, CDの音源は多し㌔また, のを鑑賞教材として使うことがで ものを鑑賞教材として使うこと
日本で出されている教材用ビデ きるo映像の使用に関し七は奏者 ができるo映像の使用に関して







































楽器の有無 簡単に手に入れることは,難し 簡単に手に入れることは,難しいo 簡単に手に入れることは,難し
(数量や軽の間 いo福永の所蔵は,1つある○ 福永の所蔵は,1つあるo上記の, いpo福永の所蔵は,1つあるo
題) 使われる軽は,竹製の小さいもの 簡単に演奏することができる梓が 日本で同じ形の楽器を作つたと
･楽器の貸出し のため,日本でも作ることが可能 1本と,上級者用の梓が2本あるo いう事例もあるo












体験させるた 曲は,簡単なものから難しいもの 1曲が長いoしかし,1曲の中で簡 1つのフレー ズが短く,分かれ
めの楽曲 まで揃っている○体験させること 単なフレー ズと難しいフレー ズが ているため,曲の一部を取り上




















































































フィー ルドワー クにおいて,録ってきたドゥ･チュイ ･





















































































































以上の点からこのティエン チャイ チェン サッ
ク ボーボーを選曲した｡
Ti包､gchayThensr.cB｡B｡
提籍臨㌢
3.目標
体験学習の目標を,次の2つに設定する｡
①.体験学習を通して,トウルンの糊塗や音色を感じ
ることができる｡
②.興味を持って楽しみながら,演奏することができ
る｡
この体験学習は,日本の楽器にはない音色を,自分で
実際に出すことによって,音色の違いを認識することが
できる｡この体験を通して,他の国々には,どんな楽器
があるのか,今まで行ったベトナム以外の国の音楽が,
どのような形であったかをトウルンと比較しながら考
えられる力をつけたい｡それは,比較対象があれば,塞
準を定められるため,他の国の音楽にも興味を持つと考
えられるからである｡
4.楽譜
グェン･ハムが作曲した｡ドゥ･チュイ･チ氏の演奏
VTRを福永が採譜した楽譜D
∫7
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ベ トナム伝統音楽の楽器を使った鑑賞と体験学習
Ⅵ.おわりに
このように,トケルンを使えば,鑑賞と体験学習の双
方を兼ねそろえた授業をすることができる｡映像を観て
終わってしまう授業よりも,本物を目で見るということ
は,異文化理解の上で重要なことであると考えられる｡
しかも,トウルンは,ピアノの鍵盤と音列が異なってい
る｡普段,音楽教育の中で鍵盤といえばピアノの形と音
列を想像してしまう生徒たちにとって,非常に珍しい楽
器である｡その昔列に難しさと面白みがあると考えるこ
ともできる｡音列からも異文化理解をすることができる
のである｡また,トウルンの梓は1本につき-ツドが2
つ付いているため,楽器1つから,最多で4つの音を同
時に出せるという特徴を持っている｡これは,単音しか
出すことのできない西洋の管楽器と違い,ソロで演奏し
たときも聴き応えがある｡2つの-ツドを使い1オクタ
ーブのトリルが容易にできるように,楽器が湾曲してい
るということもこの楽器の特徴である｡芸術性の高い曲
を弾いたり,現代の音楽の多様性に対応したりするため
に梓と楽器を改良したのである｡しかし,伝統を崩さな
いように,元来の楽器の良さをさらに伸ばすような改良
の仕方である｡これは,音楽に対する高い文化を持って
いると言える｡ほかの国にはない考え方や,音楽文化を,
トウルンを通して感じることができるのである｡
トウルンは大きな楽器であるが,組み立て式になって
いるため分解しケースにしまうことで持ち運びが簡単
にできる｡高等学校や養護学校でトウルンの依頼演奏や
授業を私が行ったときも,車を使わずに公共の交通機関
を使って行くことができた｡楽器を持っての移動が簡単
にできるという点は,発表会などにも適している｡
しかし,学校教育現場で起こっている問題が,トウル
ンの授業を行う上でもっとも大きな問題となる｡それは,
楽器が少ないということである｡今回の授業でも,全員
で同時に弾くことは不可能である｡このままでは,一人
ひとりが,じっくり楽器に取り組む時間はない｡その問
題を解決するための方法は,先にも述べたように,1ク
ラスを4人から5人のグループに分け,模造紙などに,
実寸のトウルンの鍵盤を書き,楽器を触れない間は,そ
の図で練習するという方法であるQ梓は,マリンバのマ
レットと似ている形状のものがあるため,マリンバ用マ
レットであれば代用でき,一人1つずつはなくても,グ
ループに1本もしくは,2本いきわたると考えられる.
生徒の能力に合わせてグループを分けることでお互い
教えあい協力して活動することができる｡
楽器をそろえるためには,-｢股の学校の音楽教育に世
界の民族音楽の生の音を聞かせるために,教員養成課程
を持っている大学が, 楽器を買うべきであると考えら
れる｡大学が地域のセンターとなり,音楽教育の充実を
図るべきである｡その理由として,1,大学には置き場
所があること｡2,楽器を購入するための経費が現場の
一般学校にはないということ｡3,大学で教員養成を行
う上で有効であるということがあげられる｡トウルンは,
現地の値段で1体約15,000円である,授業を行う上で,
グループ分けをして,-クラス4つは必要と考えても,
コストは60,000円で済む｡ガムランなどは,楽器一体
が高価なため,授業用に簡単に買うのは難しい｡大学が
楽器を所蔵し,｢般に貸出しすれば,授業で体験学習を
兼ねた民族音楽を,取り扱うことが可能になる｡また,
教員養成課程で,民族音楽の授業例などを,学生が学習
することで,教員になったときも有効な能力として活き
てくる｡
現在の音楽教育の中の1つの問題である,民族音楽の
授業をよりよいものにするために,各大学が民族楽器を
購入し地域の学校のために所蔵しておくことを提言す
る｡
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